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人
手
不
足
時
代
に

建
設
業
界
が

生
き
残
る
た
め
の
鍵

　
「
あ
の
建
物
も
、誰
か
の
仕
事
で
で
き

て
い
る
」

　

私
た
ち
が
利
用
す
る
ビ
ル
や
橋
、家

は
、誰
か
の
仕
事
に
よ
っ
て
で
き
て
い

る
。私
は
採
用
を
本
業
に
す
る
会
社
に
就

く
が
、本
稿
で
は「
建
設
業
界
の
人
手
不

足
と
対
策
」を
考
察
し
た
い
。前
半
で
マ

ク
ロ
ト
レ
ン
ド
を
整
理
し
、後
半
で
具
体

的
方
法
を
述
べ
た
い
。

二
〇
五
〇
年
ま
で
の

人
手
の
需
要
と

供
給
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

言
わ
ず
も
が
な
だ
が
、建
設
業
界
は
、

今
後
数
十
年
に
わ
た
り
深
刻
な
人
手
不

足
に
直
面
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。現

在
、日
本
の
建
設
業
就
業
者
数
は
約
四

八
五
万
人（
二
〇
二
三
年
時
点
）で
あ
る

が
、国
土
交
通
省
の
試
算
に
よ
る
と
、二

〇
四
〇
年
に
は
六
五
万
七
、〇
〇
〇
人
の

労
働
力
が
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
）※
1
。更

に
、二
〇
五
〇
年
に
は
就
業
者
数
が
一
〇

〇
万
人
前
後
ま
で
減
少
す
る
可
能
性
※
2

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、業
界
全
体

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。

建
設
業
界
は
二
〇
二
四
年
四
月
よ
り
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
、長

時
間
労
働
の
是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、従
来
の
よ
う
に
長
時
間
労

働
に
よ
っ
て
業
務
を
回
す
こ
と
が
困
難

と
な
り
、一
人
当
た
り
の
労
働
生
産
性

の
向
上
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。し
か
し
、

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
企
業
も

多
く
、業
務
効
率
化
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
ろ
う
。

年
代
別
の
キ
ャ
リ
ア
観

の
ギ
ャ
ッ
プ

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。ポ
イ
ン
ト

は
ま
ず「
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
」を
縮
め

る
こ
と
だ
ろ
う
。若
年
層
の
入
職
を
激
増

さ
せ
る
た
め
に
は
、年
代
別
キ
ャ
リ
ア
観

の
違
い
を
理
解
し
た
対
策
が
必
要
だ
。特

に
、現
在
の
建
設
業
界
と
若
年
層（
Ｚ
世

代
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
）と
の
間
に
は
大

き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
。

①
Ｚ
世
代
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
キ
ャ
リ

ア
観

現
在
の
若
年
層（
一
九
九
〇
年
代
後
半

ル
の
存
在
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
。

　

ま
た
、現
場
で
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、若
年
層
に

と
っ
て
は
非
効
率
な
環
境
に
感
じ
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
。例
え
ば
、紙
ベ
ー
ス
の

管
理
が
主
流
で
あ
り
、ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル

や
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
活
用
が
遅
れ
て

い
る
現
場
も
多
く
、デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ

ブ
世
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。

ま
と
め

　

建
設
業
界
が
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て

持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、①
高
齢

化
の
進
行
、②
若
年
層
の
入
職
率
低
迷
、

③
労
働
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。特
に
働
き
方
改
革
で
は
、長
時

間
労
働
の
改
善
や
柔
軟
な
勤
務
形
態
の

導
入
、安
全
衛
生
環
境
の
整
備
が
必
要

だ
ろ
う
。日
建
連
を
含
む
建
設
業
六
団

体
が
掲
げ
る「
目
指
せ
！
建
設
現
場 

土

日
一
斉
閉
所
」も
こ
の
一
環
の
施
策
と
し

て
有
効
だ
ろ
う
。た
だ
し
、実
行
に
は
先

に
述
べ
た
、世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在

し
て
い
る
。こ
の
解
消
に
は
既
に
建
設
業

で
働
く
人（
イ
ン
ナ
ー
）向
け
の
コ
ミ
ュ

　
こ
の
労
働
力
不
足
の
背
景
に
は
、以
下

の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
高
齢
化
の
進
行

建
設
業
界
に
お
け
る
高
齢
化
は
深
刻
で

あ
る
。総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、二
〇

二
三
年
時
点
で
建
設
業
就
業
者
の
約
三

五
・
五
%
が
五
十
五
歳
以
上
で
あ
り
、二

十
九
歳
以
下
の
若
年
層
は
一
二
・
〇
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
※
3
。こ
れ
は
、全
産

業
平
均
に
比
べ
て
も
極
端
に
高
い
高
齢

化
率
で
あ
る
。現
状
の
ま
ま
で
は
、引
退

す
る
労
働
者
が
新
規
参
入
者
を
大
き
く

上
回
り
、現
場
の
人
員
が
急
激
に
減
少
す

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

②
若
年
層
の
入
職
率
の
低
迷

建
設
業
は「
3
K（
き
つ
い
・
汚
い
・
危

険
）」の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、若
年
層
か

ら
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。更
に
、労

働
環
境
の
厳
し
さ
や
長
時
間
労
働
の
慣

行
が
、新
卒
者
の
業
界
離
れ
を
加
速
さ
せ

て
い
る
。日
建
連
は
こ
れ
を
改
善
す
る
た

め
に
、新
3
K（
給
与
が
良
い
、休
暇
が

と
れ
る
、希
望
が
も
て
る
）に「
か
っ
こ
い

い
」を
加
え
た「
新
4
K
」の
推
進
を
掲

げ
て
い
る
が
、現
場
レ
ベ
ル
で
の
実
現
に

は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

③
労
働
環
境
の
変
化
と
外
部
要
因

～
二
〇
〇
〇
年
代
生
ま
れ
）は
、以
下
の

よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
観
を
持
っ
て
い
る
。

１
．
自
己
成
長
の
重
視
：
職
務
を
通
じ

て
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、将
来
的
な

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。

２
．
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
：

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
を

重
視
し
、長
時
間
労
働
を
避
け
た

い
。

３
．
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
活
用
：
業
務
の

効
率
化
に
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を

積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

　

一
方
、建
設
業
界
は
こ
れ
ま
で
の「
現

場
主
義
」に
よ
る
経
験
重
視
の
文
化
が

根
強
く
、個
々
の
成
長
よ
り
も
職
場
内
の

習
熟
度
を
優
先
す
る
傾
向
が
あ
る
。こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
、若
年
層
の
入
職
を
妨
げ
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

②
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題

更
に
、世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ギ
ャ
ッ
プ
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

建
設
業
界
で
は「
背
中
を
見
て
学
べ
」と

い
っ
た
文
化
が
根
強
く
、指
導
方
法
が
体

系
化
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
推

測
さ
れ
る
。こ
れ
に
対
し
、若
年
層
は
明

確
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
、ロ
ー
ル
モ
デ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
育
成
施
策
も
重
要
に
な

る
。給
与
・
待
遇
の
改
善
で
は
、市
場
に

適
応
し
た
給
与
水
準
の
見
直
し
や
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
明
確
化
、福
利
厚
生
の
充
実

が
重
要
に
な
る
。Ｄ
Ｘ
推
進
で
は
、日
建

連
が
進
め
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
で
生
産
性

向
上
が
期
待
さ
れ
る
。ま
た
、ド
ロ
ー
ン

や
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
技
術
の
事
例
が
進
展

し
て
お
り
、こ
れ
ら
を
積
極
導
入
す
る
こ

と
で
労
働
負
担
の
軽
減
が
可
能
だ
ろ
う
。

何
よ
り
、こ
う
い
っ
た
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
活
用
は
、建
設
業
界
全
体
の
採
用

広
報
戦
略
で
も
打
ち
出
し
て
い
く
の
が

よ
い
と
思
わ
れ
る
。古
く
か
ら
あ
る
業
界

を
変
え
る
に
は
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
以
上
に

業
界
全
体
で
足
並
み
を
揃
え
た「
変
化
」

を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

最
後
に「
あ
の
建
物
も
、誰
か
の
仕
事
で

で
き
て
い
る
」は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、そ
の
裏
に
あ
る

「
誰
が
ど
う
働
い
て
い
る
か
」は
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

※1) https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/1159241?page=2
※2) https://www.jstage.jst.go.jp/article/jappm/35/1/35_47/_pdf/
※3) https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/const/content/001493958.pdf25 242025.05


